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藍野学院紀要第23巻が完成 しましたのでお届けいたします。気がつくといつのまにか年
も明け,早 くも麗らかな春の陽光がまぶ しい季節になって しまいました。発行が大変遅れ
ました為に,著者の先生方をはじめ,関 係者の皆様には多大なるご迷惑をおかけ致 しまし
たことを,こ の場をお借りしましてお詫び申し上げます。今号は論文五編 と少 し寂 しい感
も有りますが,内 容的にはいずれも,執 筆された先生方の見えない努力,こ ころの動きが
偲ばれる優れた論文ばかりでありますので,是 非ご一読いただければと思います。
ところで,「麗らかな春の」 という時の,「うら」 は本来 「心」 という字からきていると
いう説があります。普段あまり使いませんが 「心(う ら)ぶれる」 とか 「心寂しい(う ら
さびしい)」のように 「心」 は 「うら」 とも読むのです。「うら」は裏に通 じるわけで,心
は裏側にあって見えないものということなんでしょう。ちなみに,「占う」というのも 「裏
側にある見えないものを知る」ということから 「心(う ら)な う」なのだとか。
先日,『ダンゴムシに心はあるのか』(PHPサイエンス ・ワール ド新書,森 山徹著)と い
う本を読みました。著者はダンゴムシを相手に何度 も実験を繰 り返 し,丁寧に観察 してい
るうちに,心 とは 「外から見えない所で活動 している部位」 であり,そ ういう活動部位は
ダンゴムシも持っている,っ まりダンゴムシにも心があるという結論にいたったといいま
す。 その検証の方法がたいへん興味深いのですが,そ れはさておいて 「心 とは隠れた活動
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